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１．緒言
　現在、平成 29 年からの 5 年間の第 2 期スポーツ基本計画が
検討されており、第 1 期計画における諸施策の達成状況・評
価が行われている。その中で、ライフステージに応じたスポー
ツ活動の推進についても検討されている。平成 27 年 6 月実施
の世論調査によると、成人の週 1 回以上のスポーツ実施率は
40.4％、週 3 回以上の実施率は 19.1％となっており、これまで
スポーツに関わってこなかった人がスポーツに親しむ環境づ
くりが必要となっている 1。また第 2 期スポーツ基本計画が目
指すものとして、「スポーツを『する』ことで、スポーツの価
値が最大限享受できる」2 ことも挙げられており、スポーツ実
施の継続は勇気、自尊心、友情なのどの価値を実感し、心身
の健康増進や生き甲斐に満ちた生き方を実現していくことが
できるとも述べている 3。したがって、スポーツ実施者の多様
化とスポーツ実施率の向上は我が国の課題ということができ
る。この様にスポーツ実施が必要とされる背景には、社会全
体での医療費抑制がある。我が国の医療費の現状であるが、
概算医療費においては平成 27 年度に 41.5 兆円となり、前年度
比で 3.8％の伸びを示している 4。また 1 人あたりの医療費の
推移では、75 歳以上の後期高齢者よりも 75 歳以下の人の増加
率が高くなっている 5。以前から後期高齢者が医療費増大を引
き起こしているといったイメージが存在するが、実際にはそ
うとは言い切れない状況であることも予想できる。したがっ
て、高齢者のみならず、青少年や壮年においても医療費を抑
制することが求められる。そのため、スポーツ実施の継続に
よる生活習慣病の予防や改善、介護予防による健康寿命の延
伸を通じて医療費抑制を目指すことが必要とされている。
　医療費削減への対策として据えられているスポーツ実施で
あるが、生活習慣病などの疾病の罹患率を下げるとった身体
に対する効果はもちろんのこと、メンタルヘルスの維持や増
進にも貢献することが期待されている。平成 26 年（2014）患
者調査（厚生労働省）の結果によると、躁鬱病を含む気分（感
情）障害で入院および通院した人の数は 100 万人を越え、大
きな社会問題となっている 6。また鬱病によって損失している
労働生産額は 2005 年において約 9200 億円とも言われている
7。こうした状況に対し、平成 27 年 12 月よりストレスチェッ
ク制度が導入され、定期的に労働者のストレスの状況のチェッ
クを行う動きが始まっている。そして現在、心理面の健康増
進に対する効果についても数多くの研究が発表されており、
余暇としての身体活動は生活におけるストレスに関わらずメ
ンタルヘルスにポジティブな影響を与えると見なされている 8。
また余暇としての身体活動は、慢性的にストレスのかかる生
活における出来事や環境からのダメージの強さから人々のメ
ンタルヘルスを守ることにより、ポジティブなメンタルヘル
スに寄与する可能性も示されている 9。その他、スポーツ実施
が習慣化している者はうつ症状、不安症状、パニック障害、
ストレスの自覚などが有意に少ないことも明らかにされてい
る 10。身体を動かすことやスポーツ実施は、身体だけでなく
メンタルヘルスにもプラスの効果があることが証明されてお
り、その効果によって前述のような財政負担の軽減策の一つ
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を担うことを国は期待している。
　前述のように健康維持が社会的に求められる背景は医療費
の削減だけではない。多くの人の心身の健康が損なわれるこ
とによって、経済的側面にもネガティブな影響が及ぶことが
懸念されている。特に労働生産性の低下を招くことに対する
問題意識が高まってきている。そこで、経済効果の一つとし
て健康維持を捉える動きも加速し、「健康経営」という経営戦
略が広まってきている。「健康経営」とは、従業員の健康管理
を経営的な視点で捉え、従業員の活力向上および生産性の向
上によって業績向上につなげる経営戦略である。この戦略は
欧米の産業界では既に浸透し、我が国でも普及が始まってい
る。日本再興戦略に位置づけられた「国民の健康寿命の延伸」
に対する取り組みの一つとなっている。健康経営によって社
員の健康維持を促進することは、企業が負担する社員の医療
費削減にもつながり、利益を押し上げることにも繋がる。
　これまで述べたように、医療費の削減による国の財政負担
の軽減や労働生産性の維持を達成する一つの具体策としてス
ポーツによる健康増進が推進されていることを考慮すると、
スポーツ実施率の向上は今後の我が国の重要な課題の一つで
あり、スポーツ実施の活性化は必須であると思われる。しか
し現在の成人の週 1 回の実施率は前述のように 50％に達して
おらず、第 1 期スポーツ基本計画の目標である「できる限り
早期に、成人の週 1 回以上のスポーツ実施率が 3 人に 2 人
（65％程度）、週 3 回以上のスポーツ実施率が 3 人に 1 人（30％
程度）となること」11 は達成されていない。また平成 27 年国
民健康・栄養調査結果の概要（厚生労働省）によると、「1 回
30 分以上の運動を週 2 回以上実施し、1 年以上継続している
者」の割合は男性で 37.8％、女性で 27.3％となっている 12。
過去 10 年間において、男性の割合は徐々に増えているものの、
女性においてはほぼ横ばいで推移しており、大きな変化は見
られない 13。これらのデータが示す様に、我が国のスポーツ
実施率は、それほど高くないといえる。またこの実施率を年
齢階級別に見てみると、男性および女性ともに 20 代が最も低
く、それぞれ 17.1％と 8.3％となっており、次いで 30 代となっ
ている 14。そして Haase et al. は、我が国の大学生における余
暇時間内の身体活動量は、諸外国と比べ、非常に少ないこと
を指摘しており 15、こうした調査結果を裏付けている。した
がって、第 2 次スポーツ基本計画で検討されているようなス
ポーツ実施者の多様化を実現するには、20 ～ 30 代のスポーツ
実施率を向上させることは非常に重要なこととなり得る。
　この 20 ～ 30 代のスポーツ実施率向上に向けた対策を企画
する場合、彼らの社会背景やニーズを考慮しながら検討する
ことも重要である。特に高校卒業後からの数年はライフスタ
イルも大きく変化し、こうした生活環境の変化がスポーツ実
施の状況に与える影響も大きい。高校卒業までは体育を履修
し、そのため定期的にスポーツを実施している。しかし高校
卒業後におけるスポーツ実施は任意の活動になるケースも少
なくはない。大学や短大、専門学校などの各教育機関のカリ
キュラムは異なり、体育が科目に含まれてない、あるいは選
択制となっていることもある。そのため、大学や短大、専門
学校へ進学後は個々人の意思によってスポーツを実施するか
否かが決定される。我が国の平成 27 年度の高校卒業後の進路
を見てみると、71.2％が大学（学部）・短大・専門学校に進学
しており 16、多くの人々が前述の状況下に置かれることとな
る。また、就職によっても生活環境およびライフスタイルは
大きく変化する。就業後は拘束される時間が長くなり、学生
時代と比べて余暇時間が短くなる。そしてスポーツ実施の時
間を確保することも難しくなる。こうした環境では、個々人
のスポーツ実施に対する価値観やライフスタイルの中での優
先順位によって実施状況が左右されることも容易に想像でき
る。こうした 10 代後半から 20 代前半のライフスタイルの変
化を考慮すると、スポーツ実施率が低下することも必然かも
しれない。しかし、この年代のスポーツ実施率低下を防ぎ、
現状よりも向上させることができれば、生涯にわたるスポー
ツ実施の習慣化が促進され、結果的に 20 歳代以降の全世代の
スポーツ実施率を向上させる可能性を導くと考えられる。前
述のように、10 歳代後半から 20 歳代前半のライフスタイルは
大きく変化する。こうした状況でスポーツ実施の時間を確保
することは簡単ではない。彼らがスポーツ実施をライフスタ
イルの一部として継続的に実践することを決定する要因には、
ライフスタイルにおける優先事項やスポーツ実施に対する価
値観、実施目的なども含まれる。杉本は、大学生のスポーツ
実施の場合、健康に関する目的意識が強まるとスポーツ実施
に対する動機が強まることが明らかにしている 17。したがっ
て、ライフスタイルにおける優先事項やスポーツ実施の目的、
スポーツ実施に対する価値観などを把握することはスポーツ
実施を促進する効果的な対策を立案するために重要である。
こうしたニーズを把握し、それらを踏まえ 10 代後半から 20
代前半向けのマーケティング戦略により、彼らのスポーツ実
施率向上が具体化されるものと考えられる。
　そこで本研究では、必修体育を履修する大学生を調査対象
とし、ライフスタイルの優先事項や現在の自身の体力レベル
の対する主観的評価、自身の健康状態の把握、スポーツ実施
に対する価値観等が今後のスポーツ実施に対する動機に与え
る影響を検証する。そして、大学生のスポーツ実施率向上に
対するマーケティング戦略の構築に役立てることを目的とす
る。
２．研究方法
　調査対象者を本年度 H 大学 K 学部必修体育科目受講生とし
た。
　研究の手順は、調査協力者に本年度の 4 月および 10 月の必
修体育科目の授業において実施した新体力テストの各点数を
換算させ、それをレーダーチャート表に記載することで比較
をさせた。これによって 4 月から 10 月における自身の体力レ
ベルの変化を把握させた。その後、体力の概念および新体力
テストの実施種目と体力との関係について講義を実施し、そ
の後にアンケート調査を実施した。調査では、性別、年齢、
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自身の生活における優先項目、2 回の新体力テストにおける点
数の差、今後のスポーツ実施に対する動機、現在の自身の体
力レベルに対する満足度、スポーツ実施に対するセルフエフィ
カシー、スポーツ実施の目的、スポーツ実施における条件に
対する価値観を質問項目とした。「今後の定期的スポーツ実施
に対する動機」においては運動行動変容ステージを参考にし
た。運動行動変容ステージは、Prochaska and DiClementre と
Marcsus et al. が開発し、長ヶ原によって日本語版の信頼性と
妥当性が検証されている。運動行動変容に関する研究では通
常、「週 3 回以上、1 回の実施時間 20 以上」を定期的スポーツ
実施頻度として定義づけているが、スポーツ基本計画におけ
るスポーツ実施頻度の基準には週 1 回と週 3 回が含まれてい
ることを考慮し、「週 1 回以上、1 回の実施時間 20 分以上」と
「週 3 回以上、1 回の実施時間 20 分以上」の２つの実施頻度を
本研究での基準として設問した。
　今回の分析では、従属変数（被説明変数）を「今後の定期
的スポーツ実施に対する動機」を探る項目である運動行動変
容ステージとし、「性別」「現在の自身の体力に対する満足度」
「運動実施に対するセルエフィカシー」「スポーツ実施の目的
（健康）」「スポーツ実施の目的（競技力向上）」「スポーツ実施
の目的（仲間とのコミュニケーション）」「スポーツ実施の目
的（ストレス解消）」「スポーツ実施の目的（趣味）」「一緒に
実施する仲間の重要性」「実施に対する経済的余裕の重要性」
「実施施設の近さの重要性」「実施費用の安さの重要性」「実施
種目決定に対する流行の影響」「実施環境の雰囲気の重要性」
「1 種目のみの実施希望」「実施種目決定の際の比較の重要性」
「種目決定に対する知人の影響」「種目決定に対するメディア
亜出の影響」「種目決定に対するかっこよさや美しさの重要性」
「新しいスポーツに対する興味」を独立変数（説明変数）とし
た。そして、運動行動変容ステージに対してどの変数が影響
を与えるのかを把握することを目的とし、SPSS23 を使用して
重回帰分析を行った。また仮説モデルの検証のため、重回帰
分析においてはステップワイズ法を採用した。ステップワイ
ズ法は重回帰分析における変数選択のための逐次選択法であ
り、説明変数の中で被説明変数に対して統計的に有意なもの
だけが選択される手法である。探索的分析を行うことで不適
切な項目を統計的に除外するため、本研究における妥当な分
析手法と考えられる。
　重回帰分析を行うに当たり、従属変数である運動行動変容
ステージの尺度を点数化した。運動行動変容ステージである
が、現在の運動・スポーツ実施状況について、「現在、運動・
スポーツをしておらず、今後 6 ヶ月以内に始めるつもりはな
い（無関心期）」「現在、運動・スポーツをしていないが、今
後 6 ヶ月以内に始めようと思っている（関心期）」「現在、運
動 ･ スポーツをしているが、定期的でない（準備期）」「定期
的な運動 ･ スポーツを過去 6 ヶ月以内に始めた（実行期）」「定
期的な運動 ･ スポーツを 6 ヶ月以上継続して行っている（維
持期）」という 5 つのステージから構成されている。これらの
ステージにそれぞれ「1」から「5」点を与え、等間隔尺度を
構成するものとした。また運動実施に対するセルフエフィカ
シーであるが、Marcs et al. が開発し、岡により日本語版の信
頼性問妥当性が検証された 4 項目の尺度を採用した。この尺
度は、定期的に運動することに対する自己効力感を測定する
項目で構成され、「肉体的疲労」「精神的ストレス」「忙しさ」
「悪天候」といった運動を実施する際の状況に対する自信の度
合いを評定するものである。今回は「全くあてはまらない」
から「大変当てはまる」の 5 段階の尺度を採用し、「1」から
「5」点の等間隔尺度を構成するものとした。
　サンプル数は 942、そのうち有効サンプル数は 666 であり、
有効回答数は 70.7% となった。
３．結果
３−１．度数分布
　ここでは、度数分布において特徴的な項目について説明し
たい。
表 1：性別
男性  　女性 
494（74.2％） 172（25.8%） 
表 2：生活における最優先事項 
友人との時間 交際相手
との時間 
1 人の時間 アルバイト 家族との
時間 
睡眠 勉強 趣味の時間 スポーツ
実施 
その他 
176
（26.4％） 
45（6.7％） 92（13.8％） 33（4.9％） 9   
（1.4％） 
157
（23.6％） 
22（3.3％） 77（11.6％） 38（5.7％） 17（2.6％） 
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大変健康である まあまあ健康である どちらでもない あまり健康でない 全く健康でない 
54（8.1％） 267（40％） 186（28％） 138（20.7％） 21（3.2％） 
表 5：運動行動変容ステージ（実施頻度：週 1 回） 
現在、運動・スポー
ツを実施しておらず、
今後 6 ヶ月以内に
始めるつもりはない
今後 6 ヶ月以内に
始めるつもりはない
現在、運動・スポー
ツを実施していない
が、6 ヶ月以内に始
めようと思っている 
現在実施している
が、定期的ではない 
定期的な運動・スポ
ーツを過去 6 ヶ月以
内に始めた 
定期的な運動・スポ
ーツを 6 ヶ月以上継
続している 
123（18.5％） 142（21.3％） 153（23％） 78（11.7％） 170（25.5％） 
表 6：運動行動変容ステージ（実施頻度：週 3 回） 
現在、運動・スポー
ツを実施しておらず、
現在、運動・スポー
ツを実施していない
が、6 ヶ月以内に始
めようと思っている 
現在実施している
が、定期的ではない 
定期的な運動・スポ
ーツを過去 6 ヶ月以
内に始めた 
定期的な運動・スポ
ーツを 6 ヶ月以上継
続している 
238（35.7％） 166（24.9％） 123（18.5％） 44（6.6％） 95（14.3％） 
表 4：現在の体力から判断する自身の健康度 
表7：セルフエフィカシー 
  大変当てはまる まあまあ当てはまる どちらでもない あまり当てはまらない 全く当てはまらない
疲労度 107（16％） 217（32.6％） 111（16.7％） 147（22.1％） 84（12.6％） 
気分 79（11.9％） 196（29.4％） 118（17.7％） 173（26％） 100（15％） 
忙しさ 51（7.6％） 105（15.8％） 131（19.7%） 226（33.9％） 153（23％） 
天候 86（12.9％） 159（23.9％） 129（19.4％） 178（26.7％） 114（17.1％） 
表3：現在の自身の体力に対する満足度 
大変満足している まあまあ満足している どちらでもない あまり満足していない 全く満足していない 
29（4.4％） 152（22.8％） 200（30％） 214（32.1％） 71（10.7％） 
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表 9：スポーツ実施に関する条件 
一緒に行う
仲間の存在
の重要性
295（44.3％）  237（35.6％）  94（14.1％）　　 22（3.3％）　　 18（2.7％） 
自身の経
済的余裕
の重要性 
182（27.3％）  223（33.5％）  157（23.6％）  63（9.5％） 　  41（6.2％） 
施設の近さ
の重要性 268（40.2％）  268（40.2％）  95（14.3％） 　 20（3.0％）　　　 15（2.3％） 
  大変当てはまる まあまあ当てはまる どちらでもない あまり当てはまらない 全く当てはまらない
の影響を受ける
メディア露出度
の高いものを実施 27（4.1％） 88（13.2％） 255（38.3％） 172（25.8％） 124（18.6％） 
かっこよいスポ
ーツを実施したい
78（11.7％） 151（22.7％） 218（32.7％） 125（18.8％） 94（14.1％） 
目新しいスポー
ツを実施したい 
46（6.9％） 84（12.6％） 200（30.0％） 187（28.1％） 149（22.4%） 
表 10：スポーツ実施に対するニーズ 
極力安く実施し
たい 175（26.3％） 216（32.4％） 184（27.6％） 73（11.0％） 18（2.7％） 
流行のスポーツ
を実施したい 
38（5.7％） 105（15.8％） 246（36.9％） 140（21.0％） 137（20.6％） 
実施環境の雰囲気
が良いことが大切 108（16.2％） 223（33.5％） 216（32.4％） 77（11.6％） 42（6.3％） 
1 種目のみを実施 71（10.7％） 113（17.0％） 258（38.7％） 149（22.4％） 75（11.3％） 
比較して実施種
目を決定する 
67（10.1％） 170（25.5％） 258（38.7％） 111（16.7％） 60（9.0％） 
知人からのススメ
33（5.0％） 144（21.6％） 251（37.7％） 147（22.1％） 91（13.7％） 
   大変当てはまる まあまあ当てはまる どちらでもない あまり当てはまらない 全く当てはまらない
表8：スポーツ実施の目的 
健康のため 216（32.4％） 276（41.4％） 111（16.7％） 36（5.4％） 27（4.1％） 
競技力向
上のため 164（24.8％） 179（26.9％） 145（21.8％） 108（16.2％） 70（10.5％） 
仲間との
コミュニ
ケーション
158（23.7％） 246（36.9％） 156（23.5％） 62（9.3％） 44（6.6％） 
ストレス
解消のため
188（28.2％） 263（39.5％） 123（18.5％） 50（7.5％） 42（6.3％） 
趣味として 187（28.1％） 249（37.4％） 127（19.1％） 56（8.4％） 47（7.1％） 
  大変当てはまる まあまあ当てはまる どちらでもない あまり当てはまらない 全く当てはまらない
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　現在の体力に対する満足度であるが、「大変満足している」
「まあまあ満足している」を合わせても 27.2 ポイントと低い値
を示しており、また「あまり満足していない」「全く満足して
いない」合わせると 42.8 ポイントと、自身の体力に対して不
満足を感じているケースが多いことが明らかになった（表 3）。
　自身の体力の現状を理解した上での健康度においては、約
過半数が健康と感じており、体力に対する評価とは少し異な
る傾向が見られた（表 4）。
　週 1 回のスポーツ実施に対する実施運動行動変容ステージ
において、37.2％が実施し、また不定期ながらもおこなう準備
期が 23％、関心期は 21.3％となり、定期的な実施に対する大
きな潜在需要があることが示された（表 5）。
　週 3 回のスポーツ実施に対する実施運動行動変容ステージ
において、既に実施をしている者は 20.9％と、それほど多く
はない。しかし、準備期および関心期を合わせたポイントは
47.4％と、週 1 回のスポーツ実施に対する運動行動変容ステー
ジと同様、こちらも高い潜在需要が存在することが見られた
（表 6）。
　セルフエフィカシーにおいては、疲労度、気分、天候など
自身でマネジメントできる項目については、これらに左右さ
れずに実施希望を持っているものは比較的多い。反面、忙し
さといった他の活動事項との兼ね合いにおいては、実施希望
が弱くなる傾向が見られる（表 7）。
　スポーツ実施の目的において、健康に対する目的意識は「当
てはまる（「大変当てはまる」「まあまあ当てはまる」）」は
73.8％となり、スポーツが健康維持 ･ 増進に貢献するという認
 021. 候天：ーシカィフエフルセ ★★ 2.931 .395 ★★★ 
スポーツ実施に対するニーズ：知人の勧める
スポーツを実施 
-.141 ★★★ -4.268 -.067 ★ 
 451. 上向力技競:的目施実 ★★★ 3.643 .399 ★★★ 
 480. 度足満るす対に力体の在現 ★★ 2.603 .100 ★★ 
 170. 別性 ★ 2.166 .158 ★★★ 
生活における最優先事項：交際相手都の時間 -.071 ★ -2.198 -.042  
 390. 度労疲：ーシカィフエフルセ ★ 2.077 .422 ★★★ 
β：標準化回帰係数 ｔ：t 値 γ：相関係数 
★★★p<0.001  ★★p<0.01  ★p<0.05 
表 11：重回帰分析　運動行動変容ステージ（運動頻度：週 1 回） 
   γ t   β  
 551. さし忙：ーシカィフエフルセ ★★★ 3.525 .423 ★★★ 
 651. 味趣：的目施実 ★★★ 3.742 .408 ★★★ 
生活における最優先事項：スポーツ実施 .113 ★★ 3.432 .225 ★★★ 
 860. 別性 ★ 2.034 .142 ★★★ 
β：標準化回帰係数 ｔ：t 値 γ：相関係数 
★★★p<0.001  ★★p<0.01  ★p<0.05 
表12：重回帰分析　運動行動変容ステージ（運動頻度：週３回） 
 γ t   β    
 291. さし忙：ーシカィフエフルセ ★★★ 4.622 .418 ★★★ 
 151. 上向力技競:的目施実 ★★★ 3.507 .377 ★★★ 
 551. 候天：ーシカィフエフルセ ★★★ 3.818 .393 ★★★ 
生活における最優先事項：スポーツ実施 .137 ★★★ 4.081 .248 ★★★ 
スポーツ実施に対するニーズ：知人の勧める
スポーツを実施 -.113 
★★ 
-3.370 -.047 
 
 890. 味趣：的目施実 ★ 2.314 .356 ★★★ 
現在の体力から判断する主観的健康度 .081 ★ 2.381 .222 ★★★ 
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識を持っていることが伺われ、またその目的は大きな意義を
持っている。またその目的においても、当てはまると答えた
人は 50％以上を越えており、質問で挙げた事項は目的意識と
して大きな役割となっていることがわかる（表 8）。
　スポーツ実施の環境において、施設の近さはスポーツ実施
に対して重要な環境条件となっている（80.4％）。また一緒に
行う仲間においても、「当てはまる」と答えた者は 79.9％とな
り、その重要性が伺える（表 9）。
　スポーツ実施に対するニーズにおいて、57.8％の者が安く実
施できることを重要視しており、大学生のスポーツ実施に対
する経済的価値観が反映されている。また実施環境の雰囲気
も重要となっており、49.7％となっている（表 10）。
３−２．重回帰分析
　ここでは重回帰分析の結果について説明する。運動行動変
容ステージの 2 つの基準（実施頻度）を従属変数とし、各説
明変数の影響を分析した。
　運動頻度が週 1 回の場合であるが、表 11 に示されている結
果になった。影響の大きかった順に「スポーツ実施に対する
ニーズ：知人の勧めるスポーツを実施」、次いで「実施目的：
趣味」「実施目的：競技力向上」「セルフエフィカシー：忙し
さ」「生活における最優先事項：スポーツ実施」「セルフエフィ
カシー：天候」「現在の体力に対する満足度」「生活における
優先事項：交際相手との時間」「性別」「セルフエフィカシー：
疲労度」となった。
　「スポーツ実施に対するニーズ：知人の勧めるスポーツを実
施」や「生活における優先事項：交際相手との時間」に当て
はまる傾向が強くなると、週 1 回のスポーツ実施に対しては
消極的になることが明らかになった。また、「実施目的：趣味」
「実施目的：競技力向上」「セルフエフィカシー：忙しさ」「生
活における最優先事項：スポーツ実施」「セルフエフィカシー：
天候」「現在の体力に対する満足度」「セルフエフィカシー：
疲労度」といった項目において、当てはまる傾向が強まると、
積極的な行動をとることが示された。そして男性の方が女性
よりも週 1 回のスポーツ実施頻度に対して積極的であること
も明らかになった。
　運動頻度が週 3 回の場合は表 12 に示されている結果になっ
た。影響の大きかった順に「セルフエフィカシー：忙しさ」、
次いで「生活における最優先事項：スポーツ実施」「セルフエ
フィカシー：天候」「実施目的：競技力向上」「スポーツ実施
に対するニーズ：知人の勧めるスポーツを実施」「現在の体力
から判断する主観的健康度」「実施目的：趣味」「性別」となっ
た。
　週 1 回の実施頻度に関する結果と同様、「スポーツ実施に対
するニーズ：知人の勧めるスポーツを実施」に対する傾向が
強くなると、週 3 回のスポーツ実施に対しては消極的になる
ことが明らかになった。そして、「セルフエフィカシー：忙し
さ」「生活における最優先事項：スポーツ実施」「セルフエフィ
カシー：天候」「実施目的：競技力向上」現在の体力から判断
する主観的健康度」「実施目的：趣味」といった項目において、
当てはまる傾向が強まると、積極的な行動をとることが示さ
れた。また「性別」においても週 1 回の実施頻度の結果と同
様、男性の方が女性よりも週 3 回の実施頻度に対して積極的
であることが明らかになった。
４．考察
　本稿では、大学生の運動 ･ スポーツ実施に対する動機に影響
を与える要因について把握することを目的とした。特に自身の
体力に対する主観的評価と現在の体力から判断する健康度に着
目し、その影響力を明らかにすることである。この体力に関す
る満足であるが、大学生のスポーツ実施の動機に関して杉本ら
は、「体力に関する主観的評価が自身にとって不満足な場合は
定期的なスポーツ実施頻度の向上に影響を与えるが、既に高い
頻度で実施している場合は大きな影響力がない。」18 と述べて
おり、スポーツ実施頻度の違いが体力に関する評価の影響力
の差を生み出すことを示唆している。今回の研究では、自身
の体力に対する満足度が高いほど週 1 回のスポーツ実施が定
着している傾向が示され、運動行動変容ステージにおける、
無関心期、関心期、準備期よりも、既に定期的にスポーツを
実施している者は自身の体力に満足していることが明らかに
なった。しかし、体力に関する主観的評価は実施頻度が週に 1
回のケースにのみ影響を及ぼし、週 3 回のケースにおいては
相関関係が見られなかった。こうしたことからも、自身の体
力に対する満足度が与える影響力は定期的なスポーツ実施頻
度によって差が生じることが予測される。
　次に「現在の体力から判断する主観的健康度」のスポーツ
実施の動機に与える影響について検討する。健康度とスポー
ツ実施の相関に関する研究は数多く行われており、健康状況
の把握はスポーツ実施の確率を高める上で重要な役割を果た
していることが示されている。本研究では、運動実施頻度が
週 3 回のケースにおいて有意差が確認され、自身の健康状況
が良好であると判断している傾向が強いとスポーツ実施が定
着していることが明らかとなった。つまり、積極的にスポー
ツを実施することによって自身の健康状況に対して自信を
持っていることが伺える。しかし、週 1 回の実施頻度の場合
では有意差を確認できず、このことから、スポーツ実施頻度
の違いによっても健康度の影響力が異なることが示唆された。
つまり、健康度の把握の影響は実施頻度が高くなると強くな
ることが予測される。
　運動・スポーツ実施に対するセルフエフィカシーの影響力
であるが、複数の項目において有意差が確認できた。特に「忙
しさ」に対するセルフエフィカシーにおいては、自身の忙し
さに関係なくスポーツ実施をする意思が強まるとスポーツ実
施が定着している傾向を示した。特に週 3 回の実施頻度にお
いてその影響力は最も大きく、また週 1 回の実施頻度におい
ても大きな影響力があることが見受けられる。そして同様に、
悪天候に対するセルフエフィカシーも大きな影響力を持って
おり、週 1 回、週 3 回の 2 つ実施頻度に対しても重要な役割
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を果たしている。つまり、スポーツ実施が定着している場合、
天候に左右されずにスポーツ実施を実行することが予想され
る。肉体的疲労度に対するセルフエフィカシーにおいては、
週 1 回の実施頻度に対して影響力があることが示された。し
かし週 3 回の実施頻度においては有意差を確認できず、実施
頻度の違いによって影響力の差が生じることが明らかになっ
た。したがって、スポーツ実施頻度が高まると、肉体的疲労
度はスポーツ実施の定着に対する基準になっていないこと、
また実施頻度が高くなることによって疲労度が高まることが
必然と理解しているのではないだろうか。
　その他であるが、生活における優先事項として交際相手と
の時間が最優先されると、週 1 回の実施頻度に対して消極的
になることが示され、交際相手との時間を優先することによっ
てスポーツ実施の時間確保が困難になることが予想される。
また、スポーツ実施が最優先されるとスポーツ実施が定着し
ていることが明らかになった。そしてこれと同様に、スポー
ツの実施目的が趣味となると、スポーツ実施を定着させるこ
とが伺える。しかし、実施頻度によってこの影響力の強さが
異なり、週 1 回においては大きな影響力を持っているものの、
週 3 回の実施に対しては、それほど高くはない。つまり、実
施頻度が高くなることにより、スポーツ実施自体が趣味以外
の別の価値を生み出している可能性があると考えられる。
５．結論
　前述の考察から理解できることは、スポーツ実施の定着に
影響を与える要因は実施頻度によって異なるということ、そ
して自身の体力に対する評価と健康度が与える影響も実施頻
度によって違いがあるということである。また、頻度に関わ
らずスポーツ実施が定着するためには、生活において重要な
価値を創出し、そして生活パターンの一部として取り込まれ
ることが不可欠である。スポーツ実施の習慣化は自身の体力
に対する評価や健康度を向上させることに繋がり、社会的役
割として認識されているスポーツの身体に与えるポジティブ
な効果を実感していることも明らかになっている。しかしこ
の反面、スポーツ実施が定着していない者はスポーツに対す
る価値観が低く、そして自身の体力や健康度に対する評価も
低くなることも示されている。つまり、自身の体力に対する
評価や健康状態がネガティブであるほどスポーツ実施が定着
していないと言える。したがってスポーツ実施を定着させる
ことが自身の体力や健康度に対する満足度を向上させ、その
結果、定期的なスポーツ実施は健康維持 ･ 増進に貢献するこ
とがわかる。先行研究によっても明らかにされているスポー
ツ実施の心身に与えるポジティブな効果は社会通念として存
在し、多くの人々がこれを理解している。スポーツ実施が定
着している者にとってのスポーツは生活の中の重要な一部で
あり、そしてスポーツの効果を具現化している。しかし、実
施が定着していない者はスポーツの効果に関心が低く、また
自身の体力や健康度に不満があったとしても、スポーツを活
用して改善しようという意識をあまり持たないとも考えられ
る。そして自身の生活スタイルの中にスポーツ実施を取り込
む方法についても理解していないことも予想される。したがっ
て、スポーツ実施率の向上に対し、体力や健康に対するスポー
ツの効果に関する情報を伝えるだけでなく、スポーツ実施を
取り入れたライフスタイルや日々の過ごし方の例などを紹介
していくことも重要ではないだろうか。
　我が国のスポーツ実施に関する課題として、20 代および 30
代の実施率を向上させることは必要であることは先に述べた
が、これを実現するためには、20 代および 30 代に向けたマー
ケティング戦略が必要である。そこで、20 代～ 30 代のライフ
スタイルを考慮し、それを反映させたマーケティング戦略を
構築することが重要であると考える。従来のマーケティング
戦略において、スポーツの心身に対する効果や実施する種目
の紹介などは多く見られるが、スポーツ実施の時間確保に関
する方法といったライフスタイルを提案するような情報はそ
れほど多く提供されていない。そこで、20 代～ 30 代でも実現
可能なスポーツ実施の時間を確保するライフスタイルをプロ
モーションすることも取り入れ、スポーツ実施の時間確保に
関する可能性を認知させることも重要であろう。更に力強く
スポーツ実施を促進させるのであれば、他にも考慮すべき点
がある。本研究では対象としていないが、インセンティブに
ついても検討すべきであろう。インセンティブの効果につい
ては、喫煙や体重管理といった行動の動機付けに対する有効
性が報告されている。何らかのインセンティブを付与し、そ
れによってスポーツ実施を動機付けることも検討すべきだと
思われる。例えば減量プログラムでは、現金をインセンティ
ブとして用いた場合に参加率が高まることも明らかになって
おり、こうしたことはスポーツ実施の促進に対しても有効で
あると予想される。したがって、インセンティブを付与する
プログラムを構築し、教育機関や企業など社会全体で実践す
ることも検討するべきではなだろうか。そしてそれが我が国
のスポーツ実施率を向上させ、これに伴って国民全体の健康
促進につながるものと思われる。
　本稿では、運動行動変容ステージを用いて体力に対する主
観的評価と自身の健康度がスポーツ実施の動機付けに与える
影響を把握することを試みた。そして重回帰分析を用いて検
討したが、ここでは各ステージに対する影響力を分析するこ
とは不可能である。さらに分析を進めるためには、ロジス
ティック回帰分析などを用いて考察し、運動行動変容の各ス
テージにおける影響力を把握することが必要になる。それに
よって、体力に対する評価のレベル、健康度のレベルによっ
てスポーツ実施に対する動機のレベル差を確認し、そしてさ
らに非実施者のニーズを把握することが可能になると考える。
今後はこうした分析を進めていき、我が国のスポーツ実施の
促進に貢献できるように努めたい。
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